
二つのアイアース像

木曽 明子

悲劇 と美術作品の問に安易なパラレリズム求めることは厳に慎まねばなら

ない.しかし両者の接点を生み出す様々な事実を追跡する時,テキス十の陰

に隠れがちな生きた舞台の魅力が明らかになることも否定できない.ソポク

レース 『アイアース』の人気の一因は,壷絵や彫像をも資料に加えて推測 し

得 る次のようなクライマ ックス場面の成功に認められるのではないだろう

か.

アイアースの自殺を描 く図柄は,コ リン トス,アッテイカの黒絵式の壷

紘,さらにエ トル リアの工芸品,壷絵を含めて前七,六世紀にも数多く措か

れてお り くり ,時代が進むと,悲劇 との関連を論 じられるものもいくつか出て

くる (2).その中で,ソポクレースの 『アイアース』の辞世の場に結びつけ得

る可能性を指摘されているのが,バーゼル古代博物館蔵のアッティカ出土 レ

ーキュ トスである (3) (図 1).

ひざまずいて上体を上げ,両腕を天にさしのべているアイアースの前方の

地面に,切先を上にした細身の剣が突き立てられている.彼の背後の短い柱

状の台に,丸盾が立て掛けてある.盾の裏面には,革紐 と輪状の把手が見え

てお り,その上方に紐の巻き付いた剣の鞘が措かれている.人物像は比較的

頭部が小さいが,胴体部分に入れられた簡潔なタッチの曲線は,しなやかで

なおかつ強靭な,鍛え抜かれた戦士の肉体を見事に表現 している.いわゆる
ヒロイt･}ク･ヌ-デイテイー

裸像の英雄 (舞台場面を壷絵に写 し取る場合に,登場人物たちを舞台衣装の

姿で措 くことが多いが,英雄や男神だけは裸像にする)で,強い意志 と自負

を秘めたアイアース像を伝えてあますところがない.アルキマコスの画家に

よる前460年直後頃の作品と見なされているが (4),その年代推定を裏付ける

ものは,器体d)肩の部分の椋欄模様の装飾 と上下の雷文の縁取 り,アイアー

スの胸の横に書かれたr∧AYKE2N KAA0∑の銘 (5)( ｢グラウコーン

は美 しい｣上から黒い上薬を塗 られているので見えない)などである.壷絵
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にアイアースの自殺が描かれる場合,すでに身体を剣で刺 し貫いて自殺を遂

げたアイアースが描かれていた り,他の武将たちが遺骸を取 り囲んでいる,

あるいは遺骸のもとに女性 (アテ-ナ-女神或はテクメ- ツサ ?)が駆けつ

けているなど,通常図柄その ものが自殺行為を充分説明 してお り,映像表現

としての完結性を示 しているのに対 し,ここでは明らかに独白という文学表

現が示唆され, しかもそれが画像の持つ迫力に大 きく与 っているところか

ら,ここにソポクレース 『アイアース』の主人公の辞世の言葉を聞き,この

レーキュ トスを 『アイアース』の優勝記念の奉納画に関連づける試みがなさ

れている (6).これを支持するならば, 『アイアース』の上演年代に関する従

来の説は修正 されねばならない (7)

この甚だ魅力的な仮説の もとに劇展開をたどるならば,演技場はこの直前

に空白になっているはずである.妻テクメ- ツサやコロスを構成する部下の

兵士たちから離れて,独 り海岸に来たと想定されるアイアースは,切先を上

に向けた剣 を地面 にしっか りと突 き立て (815),やがて 自刃を果 たすべ

く,神 々に, トロイア-の野に,ふるさとの民に別れを告げる (～865).

汚辱の生を拒み,命に代えて も武将 としての誇 りを護 り抜 こうとするアイア

ースの心情を,独白は冴え冴えと響かせている.

辞世の言葉を述べ終ったアイアースは,突 き立てた剣に身を躍 らせて自殺

するのであるが,この無言の演技において,俳優は演技者 としての技量を問

われることになる.ソポクレースが 『アイアース』制作にあたって強 く先人

の作を意識 し,主人公の自殺をこのような場面の常套手段である使者の報告
アクシヨン

によって処理せず,敢えて舞台上の行為 とすることによって新機軸を出そ う

と意欲を見せたことには,古注者 も注目している (8) .作者の意を汲んだ死

の演技は,いわば英雄の全生涯をこの一瞬に凝縮 して,壮烈に,しかも美 し

く行われなければならない. 『アイケース』864古注は,この死の演技を見

事 に果たしたため評判を取 った俳優の名を書 き記 している.すなわちザキュ

ン トスのティーモチオスという俳優が,この場面の演技によって観衆を魅了

し,感動させて,殺 し屋 というニ ック ｡ネームで呼ばれた,という記事であ

る.

この上演がいつごろ,どこで行われたものを指すかは特定できない.しか
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し初演 における自殺場面が満都の話題をさらう衝撃的なものであった様子

が,種 々の資料から窺える.評判の高かった悲劇ないしはそのさわ りの場面

が,舞踏などの形で宴会の余興に供されたことは,文献からも窺えるが (9),

ソポクレースの 『アイアース』から取 られた狂えるアイアースの踊 りち,そ

の種の演 目の一つであ り得たと考えられる 日 0).また同時に,並べた剣の間

を縫って とんぼ返 りする剣跳びの曲芸が,こうした席で喝采を浴びたという

ことが伝えられてお り日 日 , ｢狂えるアイアース｣の踊 りが,そのような曲

芸ふ うの死の跳躍で締め括 られるという情景が容易に想像される.その想像

を誘 う後述の美術資料に併せて,なお関連する若干の文献資料を挙げておき

たい.ぺ トローニウス (一世紀後半)は, ｢狂えるアイアース｣の踊 り手が

一曲の終わ りに,宴会用に盛 り付けられた肉片を剣の先に突 き刺 してかか

げ;客を驚かせ た様子 を書 き記 している (12)･またルーキア-ノス (二世

紀)は,アイアースに扮 した踊 り手が興に乗 りすぎて,彼 自身が狂気に取 り

つかれたのではないか と疑われる程に常軌を逸 した演技 をしたことを述べ

て,度が過 ぎた跳躍は悪趣味だ,と評 している 日 3).ァキレウス ･タティオ

ス (三世紀)日 4)や,二世紀の文献に基づいてヘ-シュキオス (五/六世

紀) 日5)が伝えている,アイアースの自殺演技のためのバネ仕掛けの剣は,

劇場用だけでなくこのような折のためにも考案されたのであろう.即ちアイ

アース役の者が身を投げ掛けると,上向きに立っている剣の刃の部分がバネ
つか

仕掛けで柄の中に引っ込むようになった造 りの剣である 日 6)

さて,以上の文献資料 と密接な関係を持つ ものが､同じくバーゼル古代博

物館の所蔵する,エ トル リア工芸品のアイアース小彫像 (前五世紀後半,図

2)である (17).この小彫像の成立を文献資料に重ねて跡づけると､初演の

『アイアース』の自殺場面が強烈な印象 と衝撃を観客に与え,その余波はた

ちまち南伊にまで及んだのではないか,という推測を強く促される (18).像

は,青銅製の椙の蓋の把手ないしはつまみ として作 られている.弓なりに曲

げられた体形は,その用途に合わせるためであろうが,明らかに上述の曲芸

ふ うの要素を含んでいなが ら,なお決定的瞬間にある戦士の息づかいを生 々

しく伝えている.上に上げた右腕は肘で曲げられ,右腹に置かれた右手は,

あたかも自害を完全にし遂げるためであるかのように,五本の指で身体を剣
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に押 し付けている.目は鋭 く見開かれ,豊かな顎髭 と口髭が小さい口を覆 う

頭部からは,兜の下のうなじで束ねられた髪の房が垂れ,左腕 と身に突き刺

さる剣の柄 とともに地面に達する形で植蓋の表面に接している.右脚は親指

の付け根のところで蓋に固定されていたようであるが,わずかに浮いた産が

着地の瞬間の緊張を示 している.左脚先は軽 く地面を離れ,やや外向きに緩

く反って身体全体の傾きのバランスを取っているようである.腰までを覆 う
テユニツク

短衣の下には,張 り詰めた腎部の筋肉の力強いうね りが感 じられる.他の英

雄像にもしばしば見 られる束ねられた長髪や,チュニック全体に散 らばる,

円を等間隔に並べた模様,裾 と首回 りと袖口のジグザグ模様,加えて姿態の

躍動性そのものなど,エ トル リア彫刻の特長 といわれる様相は著 しいが,ギ

リシア文化に強い憧れを持っていたと言われるエ トル リアの工芸職人が,親

しく目にした死の跳躍の一瞬を,求められた手仕事の彫像に蘇らせたのであ

ろうか.

このアイアース像を見て気付かされることは,剣の切先が左膝の下を突い

ていることである.アイアースが月夜の下を除いて全身不死身であったという

伝承は,前四世紀には人口に胎灸 していたと考えられるが 日 9),その経緯を

説明する話は,さほど古いものとは言えないようである｡その話 とは,古注

者がアイスキュロスの 『トラ-キア-の女たち』における設定 として伝える

ところによると,嬰児アイアースをヘ-ラクレースが獅子の皮で覆って不死

身にしようとした時,身に付けていた矢筒のために一方の液の下だけは獅子

皮に触れず,その部分だけは不死身にならなかった,というものゼある (20)

『イー リアス』には,デ ィオメーデースの槍がアイアースの喉を突 くので

はないかとアカイア-の兵たちが恐れる一節があるが,そこに彼の身体が-

か所以外は不死身であるというニュアンスは感 じられない (2日 . 『エーホイ

アイ』の語 りとして伝えられるものにも,この話の萌芽 というべきものは認

められるものの,明確な記述は見出せない (22).また他に,-か所を除いて

不死身 としながらも,その箇所を版の下以外 とする言及や,死に方について

の異伝 もなかったわけではなく 123),臓の下以外は不死身 という話形は,や

は りアイスキュロスの 『トラ-キア-の女たち』を得たねばならない.そこ

では､死が舞台外で起 こった事件 として報告され,自殺を試みたアイアース
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が,この急所をはずして身を投 じたために剣が肉を通 らず,どこを狙 うべき

かを女神に教えてもらって漸 く自害を果たした,という顛末が報告者によっ

て語 られたということである (24)

アイアースが伝説の英雄 として親 しまれているうち (25),いつ しか彼にも

｢アキレス鹿｣が生 じ,それをアイスキュロスが自作の一つの要点 として設

定 したとすれば,彼が上述のようないささか念入 りに過ぎるとも思える扱い

をしたのも領けるであろう.ソポクレース 『アイアース』では,この急所に

触れる言葉は一見さりげない一語があるだけである (26).しかしアイスキュ

ロスを見終って間もない観客にとって,そこで強調された版の下の急所がど

のように扱われるかということは,少なからぬ関心の的になっていたであろ

う.ソポクレースが師アイスキュロスから多くを学びながらもこれを越えよ

うと苦闘 したことは,彼 自身の言葉からも明らかであり (27㌦ 他方でアイス

キュロスがソポクレースに対 して容易ならぬ対抗意識を持っていたことは,

伝説にすら伝えられている (28).アイアースの自殺を一篇のクライマックス
アクシヨン

として構成の中心に組み込み,それを観客の視覚にのみ訴える行為としたソ

ポクレースは,新 しい試みにひそかに期するところがあったに相違ない.注

目の自殺場面で,彼は,アイスキュロスで扱われていた通 りにアイアースが

肢を突いて自害するであろうことをさりげなく予告 し(834),そこに観客の

目を釘づけにした.とすれば自殺の演技は,英雄にふさわしく壮烈で美 しい

所作であるばか りでなく,的確にその急所を刺すものでなければならなかっ

た筈である.従って自殺を見事に演 じたというティーモテオスの演技の意味

ち,この一事によって了解されるのである.

師アイスキュロスへの敬意を表わしながらも同時に斬新な演出を世に問う

たソポクレースは,それによって舞台表現の可能性を広げ得るという成算 も

持っていたに違いない. 『アイアース』には 『イー リアス』の箇所を掩まえ

た詞旬や設定が数多 く (2g),それが作品の背後にあたかも借景のように雄大

な叙事詩的世界の拡が りを与えている.同じ手法が無言のアクションに先行

作品の余韻 と残光を添え,舞台の情景に深い奥行きを与えることは言うまで

もない.急所を刺 し貫いて最期を遂げるアイアースの姿に,ヘーラクレース

の,更にはゼウスの祝福を受けた英雄の栄光の誕生 (そしてアイスキュロス
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の舞台)を二重写 しに見る観客は少なくなかった筈である.

図 2の小彫像において,版の下が明確に表現されていることは,ギリシア

文化に親 しみ,その移入に労を惜 しまなかったエ トル リアの工芸職人の熱意

を示 しているようである.彼等の多 くは,前474年のクーマエの戦いの後南

伊に旅行 しまた滞在 して,ギ リシア世界で行われている神話を細部まで正確

に表現することに心を砕いたと言われる (30).もとより,この彫像をソポク

レースの 『アイアース』の舞台に直接に結び付けることはできない.像はむ

しろ上述の曲芸により近い関連を持つであろう.しかし少なくとも,アイア

ース役の俳優が見事な自殺の演技を行 うにはどのような要領を押さえればよ

いかを,それは示 している｡

自害の場面は,また,前掲のレーキュ トスによって示唆される辞世の場 と

の対照によって,一層鮮やかに観客の険に焼 き付けられたであろう.即ち,

辞世の場では所作はむしろ抑制されて,静止的な人物像が観客の視線を一身

に集める中,主人公の声が音吐朗々として四囲を満たす.耳を打つその言葉

が偲んだ時,無音の視界に,役者の肉体が鮮烈な弧を描 くのである.

二つのアイアース像は,悲劇詩人の抱負が息づ く舞台を,遥かな時の彼方

に垣間見させてくれるのではないだろうか (3日

注

(1) LexiconlconographicumMythologiaeClassicae Bd.i.2.(1981)

(以下川C)328-332,図版104-141.

(2) エ クセ-キアースのアイアース ･アンフォラ(川CBd.Ⅰ.2.329,

104)の文学性 も注目されている (J.D.Beazley,AtticBlack-figureVase-

painters (0Xford,1956)144.5,6;145.13,14,18,19;TheDevelopment

of AtticBlackFigures2 (1964)69,113,29).孤独 と向き合っている英

雄の内面描写は悲劇に影響を与えたと考える研究者がいる.

(3) 川CBd.Ⅰ.2.329,105.
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(4)IK.Schefold,''sophokles'AIASaufeinerLekythos''AntikeKunst

19(1976)71-78,

(5) 壷の注文主,あるいは贈呈の相手の名にKALOSと冠 して刻む,いわ

ゆるLieblingsnamenについては LEXIKONI)ERALTENWELT,1731.Ⅰ.Scheib-

1erはGLAUKONの銘を475-465B.C.と,A.Schefoldは470B.C.以降 とし,杏

品をその下 限あた りと推定 している.グラウコー ンは名 門の レアグロスの

千.

(6)上記 K.Schefold注4.

(7) 『アイアース』を ソポクレースの現存作品中最 も古 いもの とする点で

はほ とん どの研究者が見解の一致をみてお り, 『アンティゴネ-』の上演年

代 を手掛か りに前440年代 に置 く見方が多い (Earp,Kamerbeek,Kirkwood,

Whitmanなど).

(8) 『アイアース』815古注.

(9)ルーキア-ノス 『舞踏論』37-61は,ローマ時代の状況について語 る

ものであるが,クセノポー ン 『饗宴』 9,3-7が これを補 って前五世紀の状況

を推測させ る.

(10) ルーキア-ノス 『舞踏論』 46.

(ll) クセノポーン 『饗宴』 2,llff;7,3.プラ トーン 『ェウテユデーモ

ス』294E,アテ-ナイオス 『通人の食卓談議』 4,129Dほか.

壷絵資料 としては :

@ ノラ出土 ナポ リ国立博物館蔵赤絵 式 ヒュ ドリア-N0.3232,ポ リュグ

ノー トス画 .

@アヴェラ出土ナポ リ国立博物館蔵南イタ リア製 レーキュ トスNO.H2854

@ル ヴォ出土ベル リン国立博物館蔵グナティア製樽鋸形 レーキュ トス.

@カルキス出土 アテーナイ国立博物館蔵 テラコッタ小像NO.13605.

ホメ-ロス時代に既 にこの ような芸が民衆 に親 しまれていたことは,

『イー リアス』 16.750,18.605｡

『オデュッセイア』 4.18.

(12) 『サテユリコン』59.

(13) 『舞踏論』83.
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(14) 『レウキッペ- とクレイ トボーン物語』3.20.7,3.21.4.

(15) syspastonencheiridionの項.

(16) ノンノス (五世紀)の 『ディオニューソス諾』17.271ffは,ディオ

ニ ューソスを刺そうとして失敗 したオロンテ-スが,最後に 『アイアース』

845-65の科 白に一酷似 した言葉を放って剣を腹にあて､死の跳躍をして果てる

様子を歌っている.ここにもこの種の曲芸を含む 『アイアース』の影響を見

ることは不可能ではない.

(17) IMCBd.Ⅰ.331,132 (Ⅹaeppel′iCollection531).バーゼル古代

博物館の案 内書 (1966)122No.1704では460B.C.直前.M.Ⅰ.Davies,●■The

SuicideofAjax:ABronzeEtruscanStatuettefromtheKaeppeliCol-

1ection''AntikeRunst 14(1971)148,では前五世紀後半.

(18) 一般に,上演の成功を示す文献資料の種類 として,直接その事実を

伝える伝承 (『アンティゴネ-』ヒュポチシスなど),喜劇による言及 (『

ベルサイ』に言及するア リス トバネ-ス 『蛙』1029など),アテ-ナイ以外

での再演を伝える記事 (コリュ トスでの 『オイノマオス』上演を伝えるデー

モステネ-ス 『冠について』180など),前四世紀以降には俳優による詞句

修正 (『ポイニキア-の女たち』など),弁論家による詞旬の引用 (リュク

ールゴスの 『レオークラテ-ス弾劾』 100に引かれた 『ェ レクテウス』な

ど),哲学者 による詞句の引用 (プラ トー ン 『エ ウテユデーモス』291D,

『国家』361B,362A,550Cに引かれた 『テーパイを攻める七将』など)等が挙

げられる. 『アイアース』の反響に関 して これに該当するものは,アリス ト

テ レース 『政治学』 (336-322B.C.成立)1260a30であろう.アリス トテレー

スは 『アイアース』293を引用 してgynaikikosmonhesigephereiと書い

ている.これは伝承されるすべてのソポクレース写本 と読みが異なっている

が, (写本伝承ではgynaixi), 『アイアース』の最古のパピロス ･テキス

ト断片 (P.Oxy.xvii(1927)2093, 二世紀末ないしは三世紀初頭)の第-の

筆跡 と一致 している (gynaikiと書いた第-の筆跡を第二の筆跡がgynaixi と

訂正 している).ア リス トテレースの記憶違いでないとすれば,第二の筆跡

はア リス トテレースとは異なる何 らかの権威に拠っていたであろう.それが

アレキサン ドリア時代を遡 ったいわゆるリュクールゴスの国定テキス ト (33
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OB.C.)であった可能性は除外できない.国定テキス トがソポクレースの作品

のすべてを含んだか,あるいは選別的に作品を限定 していたかは不明である

が,少 な くとも 『アイアース』はこれに含 まれていたのであるか ら, 『アイ

アース』に対する評価は既 に揺るがぬものであっただろう.

悲劇上演の成功を示す美術資料 として,壷絵はもっとも重要なものの一つ

であるが,前五世紀後半か ら前四世紀に帰せ られる南伊出土の壷絵に,舞台

を写 したもの (舞台衣装をつけた人物像,舞台背景などを目印とする)が多

出することか ら,マグナ ･グラユキア,特にクラース (タレン トゥム)で演

劇熱が盛んであったことが証される (A.D.Trendall,I-phlyaxVases''2Buト

1etinofthelnstituteofClassicalStudiesSupp.No.19,1967参照)

『アイアース』に結びつけ得る他の南伊出土の壷絵については注30参照.

(19) プラ トーン 『饗宴』2119E.

(20) 『アイアース』833古注.

(21) 『イー リアス』23.821. また 『イー リアス』14.404には,アイ

アースは不死身で恵 なく身体のどの部分 も傷つけられる,という古注がつい

ている.

(22) へ-シオ ドス断片140Rz.-ピングロス 『イス トミア競技祝勝歌』6.

53古注 ｢この物語は 『メガライ ･エーホイアイ』から取 られている.すなわ

ちそこには,テラモーンによって迎え入れ られたヘ-ラクレースが, (獅子

)皮を着て このように祈 っている姿 と,ゼ ウスによって送 られた鷲-- アイ

アースはそれに因んで名付 けられた--が見出されるのである.｣

(23) リュコプローン 『アレクサン ドラ-』455ffは,-か所以外は不死

身 としなが ら,それがどこであるかは言っていない.同古注は,その箇所が

『トラ-キア-の女たち』では脇腹のあた り(peritapleura)であったこと

を記 し,鎖骨のあた り(peritenkleida)と言 う人 々もいる,と付記 してい

る. 『アイアース』古伝梗概 には ｢また一方の脇腹 (tespleuras)につい

て,そ こだけが不死身でなかったということをピングロスも語っている｣ と

いう一文があるが,厳密に これに合致する詞旬は見当たらないようである.

例 えばその話 に最 も接近 しているピングロス 『イス トミア競技祝勝歌』6.

(484/480B.C.?)43以下においても,獅子皮で嬰児アイアースを覆 う話は出て
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来 ない.ヘーラクレースはテラモーンに,やがて生 まれる子供が ｢自分の身

を覆 っているこの獣の皮 と同じように傷つけられ得ない (arrekton)身体に

なるように｣とゼ ウスに祈 るだけであ り,アイアースはまだ生 まれていない

のである.祈 りのあ と直ちにこれを聞き届けたゼ ウスが,そのしるLとして

鷲 を送 り,へ-ラクレースが,やがて生 まれる子に鷲に因んだアイアース と

い う名をつけるようテラモー ンに告げるという話に移っている.また 『ネメ

ア競 技 祝 勝 歌 』7.(485B.C.?)26ffで は,アイ アー スが胸 を貫 いて (dia

phrenon)(死んだ)という表現はあるが,その箇所以外は不死身 という意味

合 いはない｡アンティステネ-ス (前四世紀) 『オデュッセウス』7では,

身体 の不死 身ではな く,盾 の不壊 (arrektakaiatrota)に変わっているこ

と, また後代 の オ ウィデ ィウス 『変身物語』13.392では ,その箇所 は胸

(pectus)になっている (胸 を貫 いているアイアースの図は壷絵にも多い),

など,伝承が極めて不安定であることは,その起源がさほど古 くないことを

証 しているのではなかろうか.同様にアイアースの死に方 についても, 『ア

イアース』古伝梗概が,パ リスに傷つけられて血を流 しなが ら船に戻った,

という説や,鉄では傷つけられないか ら,彼めがけて土塊 を投げるようにと

の神託があった,という説 など ｢諸説ある｣,と書 き伝えていることも,こ

の推測 を支持するであろう.

(24) 断片83R (=『アイアース』833古注).

『トラ-キア-の女たち』が 『アイアース』より先に上演されたことは,

『アイアース』815古注参照.

(25) 習俗 としてのアイアース崇拝は,広 くサラミ-ス, トロイア-,ど

ューザ ンテ イオン,メガラ (?)などで行われ,アッティカで も以下の記録か

らその実際が窺える.

へ一 口 ドトス 『歴史』5.66によれば,前510年のクレイステネ-スによる

アテ-ナイ市民再編成の際,アイアースは十部族を守護する十人の祖の一人

に数 えられ,尊崇を受けた.

ヘ一口 ドトス 『歴史』8.64,および121によれば,アテ-ナイ市民は,ア

イアース とその父テラモー ンの加護を祈 ったことが前480年のサラミ-ス海

戦の勝利に実効を顕 したと考 えて,戦利品のフェニキア船 をアイアース像に
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奉献 している.

ピングロス 『ネメア競技祝勝歌』2.14ff古注は,18歳 に達 したアテ-ナイ

の青年 たちが,重装用武具一式をアイアースに奉献する習慣 を伝えている.

パ ウサニ アース 『ギ リシア案内記』1.35.3は,二世紀 になおアテ-ナイで

アイアース崇拝が続 いていたことを記 している.

(26) 『アイアース』834pleurandiarrexanta.前掲注20に挙げた古注者

は, 『トラ- キ ア-の女 たち』におけるアイ アースの急所 を肢 の下 (mas-

chale)と記 し,同 じく前掲注23に挙げた古注者 は, 『トラ-キア-の女たち

』におけるアイ アースの急所 を脇腹のあた り(peritapleura)と記 して い

る.ほぼ同 じと見なして よいか.

(27) 『ソポクレース伝』1.4;1.9.ア リス トバネ-ス 『蛙』786.プルータ

ル コス 『倫理論集』7.79B.アテ-ナイオス 『通人の食卓談議』10.428F.『ア

イアース』におけるアイスキュロスの影響 については K.Reinhardt,Sopho-

klesB(Frankfurt/Main1947),W.B.Stanford,SophoclesAJAX2 (London

1963)Index参照.

(28) 『アイスキ ュロス伝』8.プルー タル コス 『対比列伝』中 ｢キモー

ン｣8.7.

(29) エ ビテ トン,句,設定 (アイアース対テクメ- ツサの場がヘク ト-

ル対 アン ドロマケ-の場 に重ね られる)の類似など.城江良和●●ァィァスの

自殺一一 ソポクレス と叙事詩--'' 『西洋古典学論集』IlH1987)は,この題

目を含んで,示唆に富む考察 を提供 している.

(30) T.Dohrn,''DieEtruskerunddiegriechischeSage.'Mitteillun-

gendesDeutschenArchaeologischenlnstituts,Roem.Abteilung73/74

(1966/67)15-28.

クセノポー ン 『饗宴』9.3-7が伝 える前421年の宴会の余興の踊 り手は,

シュラー クーサイか ら来 たダンサーたちであった:この類の流行は,特に南

伊で著 しか ったと考 えられ る.

『アイアース』に結びつ けられる南伊出土の壷絵は,ほかにバ レルモのエ

トル リア ･スタムノス (B面 は425B.C.頃のアッテ ィカ壷絵の模倣)がある.

またフィレンツェ古代博物館蔵 ポブローニ ア出土工 トル リア青銅アイアース

- ll-



小彫像n.12193 (前460年 と推定)も注目されている.後者は最近日本でも

｢エ トル リア展｣ (1991年3月26日～5月6日,於ブ リジス トン美術館)にお

いて公開された.

『アイアース』に結びつけられる美術資料は, (ローマ)ヴォルマン ｡コ

レクションNo.109陶製ランプ装飾図柄の ｢エキュクレーマに乗ったアイアー

ス｣ (-世紀末ないしは二世紀)まで辿れる.

(31)『アイアース』初演の舞台で上述のようなバネ仕掛けの剣が使われた

とは思われない｡演技はむ しろ簡素な叢 (892行)の舞台装置を借 りて行われ

たであろう｡例えば切先のみ触れて剣は叢の陰に横倒 しに り､俳優も横ざま

に叢の陰に倒れる､などが考えられる｡上演 し続けられるうちにリアリズム

へのこだわ りが生 じ､バネ仕掛けの剣が考案されたと考えられる｡
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図 1

バーゼル古代博物館蔵

アッティカ出土 レーキュ トス

C.Niggli撮影

図2

バーゼル古代博物館蔵

エ トル リア概蓋把手青銅小像

C.Niggli撮影
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